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争参政策問題番多

.第 7 回

日時:昭和62年 10月 31 日(土) 14:00-17:00 

場所:三菱総研 501 会議室 出席者 11名

テーマとE尊師:憲法改正のインパクト 中西佐(五洋

商事)

国家は一種の有機体であり，国の成長・停滞の鍵を握

るのは国家の基本法としての憲法である.その憲法も時

代によって動脈硬化に陥る，と L 、う視点から，明治・昭

和両憲法の特質を分析し，他国依存型から自主防衛の国

家責任を明確化することにより，日本の再活性化を図る

べきだと提唱，憲法改正問題に一石を投ぜられた.

・第 S 回

日時:昭和62年 11 月 21 日(土) 14:00-17:00 

場所:三菱総研 501 会議室 出席者 :13名

テーマと講師 :AHP 末内 潔(中部大学)

トーマス・サーティの提唱したAHPは学会内でも関

連部会の設定に至るなど大方の注目を浴びている.本部

会としても政策決定に至るまでの興味ある手法の l つと

して氏のお話を伺った.

・第 9 回

日時:昭和62年 12月 19 日(土) 14:00-17:00 

場所:三菱総研 501 会議室 出席者: 10名

テーマと講師:情報のセキュリティ 細以版夫(東京計

算サーピス)

氏の最も得意分野である暗号について， ビジネス暗号

システム論を中心に，情報化社会においてますます重要

性を増している暗号システムの役割や仕組み，その課題

などを体系的に説明され，情報社会におけるセキュリテ

ィ確保にからんで暗号がきわめて重要な役割を果たすこ

とを指摘された.

・第10回

日時:昭和63年 1 月 23 日(土) 14:00-17 :00 

場所:三菱総研 501 会議室 出席者: 15名

テーマと講師:日本の金融情勢 岩本光永(コスモ証券)

近年の金融情勢の変化を「自由化・ Globalization ・

証券化・情報化J の 4 つの変化ととらえ，その変化の実

情を紹介された.勘定系は合理化の限界に達しているミ

294 (50) 

と，今後国際化 (24時間)業務およびトレーディング機

能が拡大するだろうこと，客の層別管理の進み具合の激

しさ， リスク管理、ンスナムのおくれなどの指摘や， A 1 

とコンピュータの相性のJ<j.・え )jなと悩!ム会く説明が行なわ

れた.

・第11 回

日時:昭和63年 2 月 20 日(土) 14:00-17:00 

場所:三菱総研 501 会議室 出席者: 13名

テーマと鱒師:新製品・新事業開発のための情報管理お

よび日米関係の将来その他 石川 昭(青山学院大学)

情報化時代をむかえて，日米聞を結ぶ電話・静止画・

パソコン通信による同時国際会議に参画された話，衛星

通信による修士レベルの企業者教育，米ソ大学問で同じ

教授細目による多元討論など，意思疎通の世界的試みが

熱心に語られた.また，楽観・悲観・最尤の将来シナリ

オ等が紹介され， 7]1]会場でも甲論乙駁の盛況だった.

・第12回

日時:昭和63年 3 月 26 日(土) 14:00-17:00 

場所:三菱総研 501 会議室 出席者: 11名

テーマと檎師:

1)認識ギャップにより生起する日米危機

斎藤昂(防衛庁)

2)現象学をめくって 佐野忠男(三菱総研)

第 l テーマは， Foreing Affair 誌最新版掲載の

George Packard の記事が紹介されたが，盛り沢山の

ためその全貌と討議とは 5 月に持ち越すこととした.第

2 テーマは最近改めて話題となっているといわれるブツ

サーノL現象学を中心に紹介が行なわれ，怠、識が般信にい

たる過程の最も厳密な記述という点で政策決定に共通す

るのではと共感された.

考多数理計画(関東〉番多

-第24回

日時:昭和65~1三 3 月 19 日(土) 14:00-17:00 出席者:

32名 場所:統計数理研究所

テーマと講師:

1.和田止ー子(東ぷ工業大学・理学部・情報科学科)

「巡回セールスマン問題の緩和と下界の強化j

2. 山出 出(早稲田大学・理工学研究科・仁業経営)

「大規模 2 次石巡回セールスン問題によJする効率的近

似解法の提案」

3. 戴陽(筑波大学・社会工学研究利)

“ A Path Following Algorithm for Stationary 
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Point Problem on Pol匂yhe釘吋dral Coneぜ" 亀之助(上田イ/ベ一シヨン研究所)

4. 中村卓也(法政大学.工学研究科.電気工学専攻経営.管理J はきわめて広汎な分野にわたるものなの

iMRP ロツトサイジング問題j で，その志向する分野.その場の生態.経営と管理のそ

5. 矢島俊弥(慶応義塾大学.理工学研究科.管理工学) れぞれの特徴.人を動かす人間行動等について，その基

「板取り問題の基礎的研究J 礎的な問題を考え，その裏づけとして『歪子Jl If'孫子』

内容 3 月の数理計画部会は昨年に引き続き乞，関東近郊 ならびに本田宗一郎氏の名言のいくつかをとりあげて，

の関連大学の卒論.修論をもとにした「学生セツシヨン」 理論と現実のカか、ゆ力かミわりあいを検討された.

として開催し， 七記の 5 件の発表と活発な質疑応答bが:行 .第 2 闘

なわれ，部会メンパ一とともに多〈の学生が参加した. 日時:昭和6臼3年 4 月 9 日(土) 14引:0∞0-1げ7れ:0∞O 出席者:

なお，任期満了に伴い 4 月より主査が森戸晋から古 7 名 場所:中央区八丁堀東京都勤労福祉会館

林隆(法政大学)に変更となりました.幹事は土谷隆が テ一マ:パ「アジアの構図」

留任し 4 月以降も今までで、どおり統計数理研究所てで、開催 構師:井上喜代重(アジア友の会)

いたします.ふるつてご参加ください. 世界の陸地はアジア大陸を中心として，そこから，ヨ

護物参経営管理システム(研究グル一プ) 一ロツパ.アフリカ.アラピア半島.インド等が突出し
.第 1 回 ており，南米.北米.オ一ストラリアはそのちきぎ0れてで

日時:昭和6臼3年 3 月 5 日(土) 14:0∞0-17わ:0∞O 出席者: きた離島で、あると考えられる.日木はその中の照築樹林

9 名場所:東京都勤労福祉会館 文化.稲作文化圏に属する.日木の文化はその中でも特

テ一マと構師:パ[経営.管理システムと人間行動J 上田 に多様性.柔軟性に富んだ将来性のある文化である.
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学会記事

第B 園理事会議題

1.第 5 団理事会議事録の作

2. 委員会報告

1)庶務幹事会 2)研究普及委員会 昭和63年度シンポ

ジウム・春季・秋季研究発表会経過報告 3)編集委員

会 4)国際委員会 5)会員増強委員会 6)学術会議­

FMES 関係報告

3. 学会細則の一部改正

4. 著作権規程の制定

5. 入退会承認の件

6. 会友の選定

7. 第29回経営科学会(T IMS)国際会議開催の件

8. 昭和62年度ブエロー推薦の件

9. 昭和62年度学会賞授賞候補推薦の件

10. 昭和62年度研究部会・グループ終了経過報告の件

1 1.昭和62年度事業報告(案)及び収支見込の件

12. 昭和63年度役員候補者の件

13. 昭和63年度事業計岡(案)及び収支予算(案)の件

14. 重点領域申請の件

1988 年 6 月号

入会(正会員)

秋月浩志(日本電信電話紛)，大森正明(側東レシステ

ムセンター)，金川明弘(大阪府立大学)，後藤邦夫(南山

大学)，斉藤環(紛長銀経営研究所)，住!万友文(日本開

廷銀行)，竹村哲(星稜女子短大)，千葉勝征(コンビ

紛れ寺島逸郎(大日本印刷脚)，渡辺慶和(庫業能率大

学)

学生会員

大谷浩(上智大学)，小山内純(武蔵工業大学)，川

西信行(関西大学)，甲野勝己(京都工芸繊維大学)，千脇

章広(青山学院大学)，中段満(関西大学)，古川敦(東

京大学)，矢部憲一(東京工業大学)，和田幸子(東京工

業大学)，韓尚秀(大阪大学)

移動(学→正)

池田隆政農橋技術科学大学→紛東芝

久野誉人東京工業大学→東京工業大学

道工 男筑波大学 →埼玉大学

中日i 康一京都大学 →名古屋工業大学

永持 仁京都大学 →j豆橋技術科学大学

平山哲治筑波大学 →電気通信大学

福村直登早稲田大学 →腕鉄道総合技術研究所

森田 治大阪大学 →大阪府立大学
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